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　郷土博物館では、展示して
いるもの以外にも、多くの資
料を収蔵しています。郷土の
歴史を後世に伝える資料とし
て、大切に保管しています。

　図書館では、保健センター
と連携しBCG予防接種の日
に、職員が保護者向けに絵本
の読み聞かせの実演などを
行っています。他にも乳幼児
と絵本の架け橋となる様々
な事業を実施しています。

ブックスタート事業
博物館の収蔵庫

～赤ちゃんと楽しめる絵本の世界～ Museum
～多様な魅力を放つ文化財の世界～
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　 赤ちゃんと楽しめる絵本の世界 多様な魅力を放つ文化財の世界特集

文
化
財
の
保
護
と
活
用

郷
土
博
物
館

▶�

羽
村
市
指
定
文
化
財

「
釣
り
手
土
器
」（
考
古

資
料
）

　

文
化
財
は
、我
が
国
の
長
い
歴
史
の
中
で

生
ま
れ
、育
ま
れ
、今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ

て
き
た
貴
重
な
国
民
的
財
産
で
す
。文
化
財

保
護
法
や
、地
方
自
治
体
の
文
化
財
保
護
条

例
に
基
づ
い
て
指
定
、選
定
、登
録
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

指
定
、選
定
、登
録
さ
れ
た
文
化
財
は
、所

在
地
の
移
動
や
修
理
な
ど
を
行
う
際
に
制
限

が
掛
か
り
ま
す
が
、保
存
及
び
活
用
す
る
行

為
に
対
し
て
、補
助
金
制
度
な
ど
が
利
用
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

文
化
財
を
体
系
的
に
分
類
す
る
と
、お
お

よ
そ
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
有
形
文
化
財

　

�

建
造
物
、美
術
工
芸
品（
絵
画
、彫
刻
、工
芸

品
、書
跡
、典て

ん

籍せ
き

、古こ

文も
ん

書じ
ょ

、考
古
資
料
、歴

史
資
料
）

②
無
形
文
化
財

　
演
劇
、音
楽
、工
芸
技
術
な
ど

③
民
俗
文
化
財

　

�

衣
食
住
・
生せ

い

業ぎ
ょ
う

・
信
仰
・
年
中
行
事
に
関

す
る
風
俗
習
慣
、民
俗
芸
能
、民
俗
技
術
な

ど
の
無
形
の
も
の
及
び
そ
れ
ら
に
用
い
ら

れ
る
衣
服
や
器
具
、家
屋
な
ど

④
記
念
物

　
�
遺
跡（
貝か

い

塚づ
か

、古こ

墳ふ
ん

、都と

城じ
ょ
う

跡あ
と

、城し
ろ

跡あ
と

、旧
宅
、�

史
跡
な
ど
）、名
勝
地（
庭
園
、橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

、峡き
ょ
う

谷こ
く

、海か
い

浜ひ
ん

、山
岳
な
ど
）、動
物
、植
物
、地
質

鉱
物

⑤
文
化
的
景
観

　

�

地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
、又
は
生
業

及
び
そ
の
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ

た
景
観
地（
棚
田
、里
山
、用
水
路
な
ど
）

⑥
伝
統
的
建
造
物
群

　
宿
場
町
、城
下
町
、農
漁
村
な
ど

　
毎
年
１１
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
一
週
間

は「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」で
す
。こ
の
期

間
は
、文
化
財
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
に
文

化
庁
が
設
け
た
も
の
で
す
。東
京
都
で
は
、こ

の
期
間
に
合
わ
せ
て「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー

ク
２
０
２
４
」を
開
催
し
、都
内
各
地
で
普
段

は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
文
化
財
の
特
別
公
開

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、１0
月
１
日
か
ら
１１
月
30
日
の
期
間

に
は
東
京
都
も
含
め
各
地
の
博
物
館
な
ど
で

特
別
展
や
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
羽
村
市
で
も
企
画
展
な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。詳
細
は「
広
報
は
む
ら
」、又
は
市
公
式

サ
イ
ト
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

●
文
化
財
っ
て
何
？

●
文
化
財
の
種
類

●
文
化
財
保
護
強
調
週
間

　

ー
ト
ル
の
区
間
は「
名
勝
小
金
井（
サ

ク
ラ
）」と
し
て
国
か
ら
名
勝
の
指
定

を
受
け
て
お
り
、今
年
で
百
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

元
文
年
間（
１
７
３
６
～
１
７
４

１
年
）に
新
田
開
発
の
一
環
と
し
て

幕
府
の
命
に
よ
っ
て
桜
が
植
樹
さ
れ

た
こ
と
が
起
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
天
然
変
種
が
多
数
含

ま
れ
て
お
り
、現
代
に
至
る
ま
で

脈
々
と
守
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
郷
土
博
物
館　
☎
５
５
８-

２
５
６
１

ト
ピ
ッ
ク

玉
川
上
水
を
た
ど
る
③

小
平
監
視
所
～
三
鷹
駅
編

※電子地形図（国土地理院）を加工して作成。

玉
川
上
水
は
、平
成
１５
年
に
国
指
定
文
化
財（
史
跡
）に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

清
流
復
活
事
業

　

明
治
時
代
以
降
に
水
道
の
近
代
化
が
進

み
、昭
和
35
年（
１
９
６
０
年
）に
東
村
山

浄
水
場（
東
村
山
市
）が
稼
働
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、多
摩
川
の
水
は
小
平
監
視
所

か
ら
東
村
山
浄
水
場
へ
送
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、小
平
監
視
所
か
ら
下
流
の
玉

川
上
水
路
に
水
が
な
い
期
間
が
続
き
ま
し

た
が
、東
京
都
に
よ
り
清
流
復
活
事
業
が

進
め
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、昭
和
6１
年（
１

９
８
６
年
）か
ら
、下
水
を
き
れ
い
に
処
理

し
た
再
生
水
が
流
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

玉
川
上
水
路
に
水
の
流
れ
が
復
活
し
ま
し

た
。現
地
に
は「
清
流
の
復
活
」碑
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

新し
ん

堀ぼ
り

用よ
う

水す
い

胎た
い

内な
い

堀ぼ
り

坑こ
う

口こ
う

　

玉
川
上
水
と
平
行
に
流
れ
る
新
堀
用
水

は
明
治
３
年（
１
８
７
０
年
）に
開
削
さ
れ

た
分
水
で
、小
川
橋
の
付
近
ま
で「
胎
内

堀
」と
い
う
構
造
を
し
て
い
ま
す
。地
上
か

ら
約
４
．５
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
の
縦
穴
を

何
ヶ
所
も
掘
り
、更
に
こ
の
穴
の
底
か
ら

横
穴
を
掘
っ
て
隣
の
横
穴
と
つ
な
げ
て
い

ま
す
。近
年
、保
全
工
事
が
行
わ
れ
、一
部

が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
金
井
の
桜

　

小
金
井
橋
を
中
心
と
し
た
約
６
キ
ロ
メ

▶東京都指定文化財
　「まいまいず井戸」（史跡）

期間　12月1日㈰まで
　　　（月曜休館）
場所　郷土博物館

▲

イ
ベ
ン
ト
詳
細

　(

市
公
式
サ
イ
ト)

▲

イ
ベ
ン
ト
詳
細

　(

市
公
式
サ
イ
ト)

「収蔵資料展～郷土博物
館コレクション～」

企画展

「青梅鉄道開通130周年
記念展～青梅鉄道の開業
と羽村～」

ミニ展示
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　 赤ちゃんと楽しめる絵本の世界 多様な魅力を放つ文化財の世界特集

赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
本
が
読
み
た
い
！

図
書
館

〜
赤
ち
ゃ
ん
の
読
書
活
動
の
取
組
〜

　
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」を
御
存
じ
で
し
ょ
う

か
。

　
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
幸
せ
な
ひ
と
と

き
を
、全
て
の
子
供
た
ち
に
経
験
し
て
も
ら

い
た
い
、と
い
う
思
い
か
ら
、赤
ち
ゃ
ん
と
そ

の
保
護
者
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
取
組

が
、１
９
９
２
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
り
ま

し
た
。

　

日
本
で
は
、２
０
０
０
年

か
ら
本
格
的
に
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
、現
在
で
は
１
，

０
０
０
を
超
え
る
自
治
体
で

行
わ
れ
て
い
る
取
組
で
す
。

　

羽
村
市
で
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す

る
３・
４
か
月
児
健
診
を「
乳
児
が
初
め
て
絵

本
と
出
会
う
場
」と
位
置
付
け
、図
書
館
と
保

健
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

３・
４
か
月
児
健
診
で
は
絵
本
の
配
布
、Ｂ
Ｃ

Ｇ
予
防
接
種
日
に
は
、保
護
者
向
け
に
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
の
実
演
や
図
書
館
の
利
用
方

法
・
絵
本
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、毎
月
第
三

火
曜
日（
乳
児
検

診
２
日
目
）に
各

回
１5
分
程
度
乳

児
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、絵

本
の
紹
介
や
読

み
聞
か
せ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

①
は
っ
き
り
し
た
色
や
形

　

赤
ち
ゃ
ん
の
視
界
は
、ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ

ん
。黒
い
縁
取
り
が
あ
り
目
立
つ
工
夫
が
さ
れ
て
い
る

本
や
、赤
・
黄
・
青
の
よ
う
な
原
色
を
使
っ
て
い
る
絵

本
が
赤
ち
ゃ
ん
に
は
見
え
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
身
近
な
題
材

　

車
や
電
車
、犬
や
猫
と
い
っ
た
生
活
の
中
で
目
に
す

る
物
が
出
て
く
る
絵
本
に
は
、赤
ち
ゃ
ん
も
親
し
み
を

持
ち
や
す
い
よ
う
で
す
。

③
持
ち
や
す
い
大
き
さ

　

少
し
厚
め
の
紙
で
作
ら
れ
て
い
る
絵
本
や
、角
が
丸

く
な
っ
て
い
る
絵
本
は
、危
険
も
少
な
く
丈
夫
で
、赤
ち

ゃ
ん
が
触
れ
て
も
安
心
で
す
。

④
擬
音
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る

　

じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
・
び
り
び
り
・
ぴ
ち
ゃ
ぴ
ち
ゃ
、な

ど
、単
純
な
言
葉
の
繰
り
返
し
は
、赤
ち
ゃ
ん
の
耳
に
と

て
も
残
り
や
す
い
で
す
。

　
大
切
な
の
は
、「
大
人
も
楽
し
み
な
が
ら
読
ん
で
あ
げ

る
」こ
と
で
す
。楽
し
そ
う
に
読
む
だ
け
で
、赤
ち
ゃ
ん

も
次
第
に
本
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
ま
す
。本
に
書
い

て
あ
る
言
葉
だ
け
を
読
む
必
要
は
な
い
の
で
、絵
を
見

て
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
、本
を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
大
好
き

で
す
。ぜ
ひ
絵
本
を
手
に
取
っ
て
、楽
し
く
一
緒
に
読
ん

で
あ
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
に
は
、赤
ち
ゃ
ん
絵

本
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

「
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
し
ま
う

こ
と
を
気
に
し
て
図
書
館
に
行

け
な
い
」と
い
う
声
も
お
聞
き

し
ま
す
。泣
い
た
り
、声
が
出
て

し
ま
っ
た
り
し
て
も
大
丈
夫
で

す
の
で
、気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、未
就
学
児
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
の
方
は
、本
の
宅

配
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

で
、自
宅
で
図
書
館
の
本
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。図
書

館
公
式
サ

イ
ト
か
ら

確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　1947（昭和22）年、「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう。」と決
意をひとつに、出版社と公共図書館、さらにマスコミ機関の協力により、第
１回「読書週間」が開催されました。各地で講演会・図書に関する展示会が
開かれました。
　それから70年以上が過ぎ、「読書週間」は国民的行事として定着しました。
その一方、物質生活の豊かさに比べ精神生活の低迷が問題視されている昨
今、論理的思考の基礎となる読書の重要性は、ますます高まってきています。
　図書館では「読書週間」の催しとして、「読書マラソン大会」、「読書手帳表
彰」を実施しています。この機会に読書に親しんでみてはいかがでしょうか。

　家
うち
読
どく
とは、「家族ふれあい読書」の略語です。読書を

通じて同じ時間を過ごし、共通の話題を語り合うこ
とを通じて、家族の絆を深めようという取組です。も
ちろん赤ちゃんへの読み聞かせもれっきとした「家
読」です。　　
　図書館では、家読に適したおすすめの本を０～２
歳、3～６歳、7～ 9歳と、対象年齢別に３冊を１セ
ットにして用意しています。どんな本を読んだらよ
いか迷ったときは、家読セットを利用してください。

日時…�令和７年１月22日㈬
　　　午前11時～午前11時30分
会場…プリモライブラリーはむら
　　　2階�ボランティア室
対象…乳幼児
申込…�当日、直接会場へお越しくだ

さい。

▪�家
うち

読
どく

セット
読書の秋、本を読んでみませんか

▪�読書週間（10月27日～11月9日）

●
市
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

▲宅配サービス
について（図書
館公式サイト）

【
問
合
せ
】
図
書
館

☎
５
５
４-

２
２
８
０

●
ま
ず
は
絵
本
に
触
れ
て
み
よ
う
！

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
？

時
は
、
大
人
も
楽
し
み
な
が
ら

読
む

時
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト

選
ぶ

●�

赤
ち
ゃ
ん
も
図
書

館
を
楽
し
め
ま
す

▶�

図
書
館
職
員
に
よ
る

　
読
み
聞
か
せ

赤ちゃん向けおはなし会３ヶ月に１度、開催しています。
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羽
村
市
で
は
、東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
、次
の
事
業
で
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

・
１２
月
７
日
㈯

「
は
む
ら
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

※�

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
エ
ン
ブ
レ
ム
バ
ッ
ジ

を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
で
は
、同
年
に
東
京
で
開
催

さ
れ
る「
東
京
２
０
２
５
世
界
陸
上
」も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
も
ぜ
ひ
、こ
の
歴
史
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、

選
手
た
ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、東
京
都
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
御
覧
く
だ

さ
い
。

・
令
和
７
年
３
月
９
日
㈰

「
第
４３
回
羽
村
市
駅
伝
大
会
」

も
っ
と
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
知
り
た
い
！

こ
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
注
目
！

▲マグネットタイプのピンバッジです。
　服に穴を開けずに付けられます。

▲ �TOKYO�FORWARD2025
　特設ウェブサイト

【
問
合
せ
】
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
５
５
５-

０
０
３
３

【
問
合
せ
】
図
書
館
☎
５
５
４-

２
２
８
０

「
プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
��

は
む
ら（
図
書
館
）」か
ら

大会名称　東京2025デフリンピック
大会期間　令和7年
　　　　　11月15日㈯～ 26日㈬
競技数　　21競技
参加国　　70～ 80か国・地域
選手数　　約3,000人

デフリンピック豆知識

お
は
な
し
夢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
図
書
館
で
活
躍
し
て
い
る
お
は
な
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
が
合
同
で
行
う
、バ
ラ
エ
テ

ィ
豊
か
な
お
は
な
し
会
で
す
。お
は
な
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
方
の
見
学
も
大
歓
迎

で
す
。

日
時
…
１2
月
１4
日
㈯
午
前
１１
時
～

会�

場
…
プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
む
ら
お
は
な

し
の
へ
や

対
象
…
ど
な
た
で
も

費
用
…
無
料

申
込
…
当
日
、直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
読
書
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」実
施
中

　
大
会
期
間
中
に
借
り
た
資
料
の
数
を
カ
ウ
ン

ト
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ゴ
ー
ル
に
到
達
し
た
方
に
は
、記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期�

間
…
令
和
７
年
１
月
１4
日
㈫
ま
で

参�

加
資
格
…
羽
村
市
図
書
館
の
利
用
者
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方

ゴ�

ー
ル
…
大
会
期
間
中
の
資
料
の
貸
出
数
30
点

（
雑
誌
、Ｃ
Ｄ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

含
み
ま
す
。）

図
書
館

　
４
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
、デ
フ（
き
こ
え
な
い
・
き
こ

え
に
く
い
）ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
す
。

　
耳
が
き
こ
え
な
く
て
も
目
で
分
か
る
サ
ポ
ー
ト
、「
視
覚

保
障
」が
特
徴
で
す
。例
え
ば
陸
上
競
技
で
は
ス
タ
ー
ト
の

合
図
を「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
プ
」で
伝
え
、サ
ッ
カ
ー
の
審

判
は
、笛
の
ほ
か
に
旗
や
手
を
挙
げ
合
図
を
し
ま
す
。

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
？

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

ど
ん
な
大
会
に
な
る
の
？

　

東
京
大
会
は
日
本
初
開
催
で
あ
り
、第
１
回
大
会
か
ら

１
０
０
周
年
と
な
る
歴
史
に
残
る
大
会
で
す
。

　
大
会
期
間
中
、様
々
な
競
技
が
行
わ
れ
、選
手
た
ち
の
熱

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、多
様
性
を
知
り
、共
生
社
会
を
理

解
す
る
素
晴
ら
し
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

2025 年、東京にデフリンピックがやって来る！2025年、東京にデフリンピックがやって来る！
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「
Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
」か
ら



�

�

羽
村
ゆ
と
ろ
ぎ
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
４

武
蔵
野
美
術
大
学
共
同
企
画
展
覧
会

は
ね
リ
ズ
ム
〜
や
す
ら
ぎ
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
〜

杏
林
大
学
学
生
連
携
企
画
講
座

　
「
温
泉
で
心
と
身
体
を
健
康
に
！
」

国
立
音
楽
大
学
連
携
コ
ン
サ
ー
ト

「
輝
け
る
バ
ロ
ッ
ク
の
饗
宴
」

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
青
少
年
の

　
　
　
　
　
保
護
者
を
対
象
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

▲北出恭子氏

▲申込フォーム

▲昨年度の展示の様子

「
プ
リ
モ
ホ
ー
ル�

ゆ
と
ろ
ぎ
」か
ら

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
推
進
課　
☎
５
７
０-

０
７
０
７

　

市
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
の

振
興
を
目
的
に
、市
内
に
住
所
を
有
す

る
青
少
年
が
全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し

た
場
合
、そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
金

と
し
て
保
護
者
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

※�

青
少
年
…
満
１8
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
３
月
3１
日
ま
で
に
あ
る
方

対
象
と
な
る
大
会

　
国
、地
方
公
共
団
体
、公
益
財
団
法
人
、

又
は
そ
の
加
盟
団
体
な
ど
が
主
催
す
る

全
国
的
な
規
模
及
び
水
準
の
大
会
、国

際
大
会

補
助
対
象
者

　

全
国
大
会
な
ど
に
個
人
、又
は
団
体

で
出
場
し
、か
つ
、当
該
出
場
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
青
少
年
の
保
護
者

●�

羽
村
市
を
含
む
地
域
を
対
象
と
す
る

東
京
都
大
会
、関
東
大
会
な
ど
の
予

選
を
経
て
出
場
し
た
も
の

●�

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
要
領
な
ど
で

規
程
さ
れ
た
標
準
記
録
な
ど
に
到
達

し
て
出
場
し
た
も
の

●�

競
技
団
体
な
ど
の
推
薦
を
受
け
て
出

場
し
た
も
の

補
助
対
象
経
費

　
青
少
年
の
大
会
出
場
に
係
る
交
通
費

及
び
宿
泊
費

※�

交
通
費
…
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的

と
認
め
ら
れ
る
経
路
で
、�

公
共
の
交

　
こ
の
展
覧
会
は
、令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
り
、今

ま
で
学
生
の
目
を
通
し
た「
羽
村
」が
絵
画
、立
体
、

時
に
は
香
り
等
で
多
彩
に
表
現
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
５
回
目
を
迎
え
る
今
回

も
学
生
た
ち
が
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日�

時
…
１2
月
１9
日
㈭
～
１2

月
26
日
㈭　

午
前
１0
時

～
午
後
５
時

会
場
…
ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室

入
場
料
…
無
料

　

温
泉
地
ご
と
に
異
な
る
効
能
や
泉
質
、温
泉
が

で
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
を
解
説
し
、自
宅
で
の

入
浴
の
コ
ツ
や
注
意
点
も
お
伝
え
し
ま
す
。

日�

時
…
１2
月
22
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分

会
場
…
ゆ
と
ろ
ぎ
講
座
室
１

定
員
…
60
人（
申
込
順
）　
参
加
費
…
５
０
０
円

講�

師
…
北
出
恭
子
氏（
ス
プ
リ
ン
グ
ラ
ボ
合
同
会

社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
温
泉
家
）

申�

込
方
法
…
二
次
元
コ
ー
ド
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
、

ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
に
て
、市
内
１１
月
１6
日
㈯
～
、市

外
１１
月
23
日
㈯
～
受
付
開
始

　
バ
ロ
ッ
ク
の
名
曲
を
ダ
ン
ス
と
共
に
お
届
け
し

ま
す
。優
美
な
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
世
界
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日�

時
…
令
和
７
年
１
月
25
日
㈯　
午
後
２
時
～

会
場
…
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル

出�

演
者
…
長
島
剛
子（
ソ
プ
ラ
ノ
）、大
西
律
子（
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
）、坪
田
一
子（
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
・

ガ
ン
バ
）、菊
池
奏
絵（
フ
ラ
ウ
ト
・
ト
ラ
ヴ
ェ

ル
ソ
）、浜
中
康
子（
バ
ロ
ッ
ク
・
ダ
ン
ス
）、北

條
耕
男（
バ
ロ
ッ
ク
・
ダ
ン
ス
）、グ
ザ
ヴ
ィ
エ
・

ビ
ュ
ロ
ー
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）、久
元
祐
子（
ピ

ア
ノ
・
チ
ェ
ン
バ
ロ
・
お
話
）

予�
定
曲
目
…
Ｊ
．Ｓ
．バ
ッ
ハ（
編
曲
：
グ
ノ
ー
）

／
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」、
G
.
カ
ッ
チ
ー
ニ

／
「
ア
マ
リ
ッ
リ
」、
M
.
マ
レ（
編
曲
：
上
尾

直
毅
）
／
「
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ォ
リ
ア
」ほ
か

定�

員
…
８
５
４
人（
全
席
指
定
）

チ�

ケ
ッ
ト
…
一
般
１
，０
０
０
円
、高
校
生
以
下
５

０
０
円（
未
就
学
児
不
可
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
…

【
窓�

口
販
売
】ゆ
と
ろ
ぎ
、Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ

ー
ナ
羽
村（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）、西
多
摩
新

聞
社
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

【
イ�

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
】ゆ
と
ろ
ぎ

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

通
手
段�

（
タ
ク
シ
ー
を
除
く
。）を
使

用
し
た
場
合
に
要
す
る
実
費
相
当
額�

※�

宿
泊
費
…
全
国
大
会
等
の
開
催
要
項

等
に
定
め
ら
れ
た
最
も
安
価
な
宿
泊

費
の
２
分
の
１
、�

全
国
大
会
等
の
開

催
要
項
等
に
定
め
の
な
い
場
合
は
、

１
泊
４
，�

０
０
０
円
を
上
限
と
し
、

日
帰
り
が
可
能
な
地
域
に
お
い
て
は
、

原
則
と
し
て
交
付
し
ま
せ
ん
。�

交
付
の
申
請
期
間

　
補
助
対
象
者
が
補
助
金
の
交
付
を
受

け
よ
う
と
す
る
時
は
、当
該
全
国
大
会

等
が
開
催
さ
れ
た
日
の
属
す
る
年
度
の

末
日
ま
で

交
付
額
等

　

補
助
金
額（
交
通
費
及
び
宿
泊
費
の

合
計
）の
交
付
限
度
額

●
個
人
…
１
５
，０
０
０
円

●
団
体
…
３
０
０
，０
０
０
円

　
（
一
人
当
た
り
の
交
通
費
及
び
宿
泊

費
の
合
計
額（
１
５
，０
０
０
円
）に
補

助
対
象
者
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
３
０

０
，０
０
０
円
を
比
較
し
て
低
い
額
を

団
体
の
交
付
額
と
し
ま
す
。）

※�

国
際
大
会
は
、市
長
が
別
に
定
め
る

額
※�

詳
し
く
は
、市
公
式
サ
イ
ト
を
御
覧

い
た
だ
く
か
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▲ �ゆとろぎ
　インターネット　
　チケットサービス
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お子さんに
こんな様子が見られたら…

　
教
育
相
談
室
で
は
、心
理
の
専
門
家（
臨
床
心
理
士
等
）が
相
談

員
と
し
て
市
内
在
住
の
幼
児
か
ら
高
校
生
程
度
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◆
電
話
相
談（
随
時
）　
電
話
で
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
来
室
相
談（
予
約
制
）

　
児
童
・
生
徒
、保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
に
相
談
員（
臨
床
心
理
士
等
）

が
担
当
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
よ
っ
て
、プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
等
も
実
施
し
て
い
ま

す
。教
育
・
福
祉
・
医
療
等
の
適
し
た
関
係
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

　
不
登
校
等
の
悩
み
は
、学
校
適
応
指
導
教

室（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
ク
ー
ル
・
は
む
ら
）へ

の
入
室
に
つ
い
て
も
御
相
談
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
子
供
の
悩な

や

み
１
１
０
番

　
市
内
在
住
の
お
子
さ
ん
自
身
が
、電
話
で

相
談
員
に
相
談
で
き
ま
す
。

　

教
育
相
談
室
内
に
併
設
さ
れ
て
い
る「
学
校
適
応

指
導
教
室
ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
ク
ー
ル
・
は
む
ら
」は
、

様
々
な
理
由
に
よ
り
、学
校
へ
行
き
た
く
て
も
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、学
校
復

帰
や
社
会
的
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
う
教
室
で

す
。こ
こ
で
は
、学
習
指
導
や
体
験
活
動
な
ど
を
通

し
て
、子
供
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
と
個
別
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
主
な
活
動

　

国
語
、算
数（
数
学
）、英
語
の
基

礎
的
・
基
本
的
な
補
充
学
習
、体
育

や
音
楽
、家
庭
科
な
ど
の
実
技
教
科

の
ほ
か
、春
・
秋
の
校
外
学
習
や
、

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、栽

培
活
動
な
ど
の
体
験
的
な
行
事
・

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
見
学
・
入
学
の
相
談

　
見
学
や
入
室
の
希
望
等
、電
話
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。▲�教室では、個別や集団での

学習をします。

▲多目的室では、体育を行います。

◆
教
育
相
談
室

◆
学
校
適
応
指
導
教
室

　
ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
ク
ー
ル
・
は
む
ら

勉強が遅れている・勉強が遅れている・
意欲がもてない意欲がもてない友達との友達との

トラブルが多いトラブルが多い

言葉や発達に言葉や発達に
心配がある心配がある

気分に大変気分に大変
ムラがあるムラがある

性自認について性自認について
悩みがある悩みがある

学校に行かない・学校に行かない・
行きたがらない行きたがらない

教育相談室　
090-5258-1223
090-1406-1223
子供の悩み110番
090-3274-7830

学校適応指導教室
（ハーモニースクール・はむら）
090-3237-1331

電話番号

電話番号
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■
児
童
・
生
徒
の
表
彰

◦�

ク
ラ
ブ
活
動
、
部
活
動
、
又
は
そ
の
他
の
活
動
に

お
い
て
、
関
東
大
会
レ
ベ
ル
以
上
の
競
技
会
、
東

京
都
レ
ベ
ル
以
上
の
コ
ン
ク
ー
ル
若
し
く
は
そ
れ

に
準
ず
る
も
の
に
出
場
又
は
出
品
し
、
著
し
い
成

績
を
上
げ
た
も
の

◦�

児
童
・
生
徒
な
ど
の
模
範
と
な
る
活
動
を
行
い
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
も
の

■
教
職
員
の
表
彰

◦�

学
校
教
育
の
振
興
、
発
展
に
寄
与
し
、
特
に
そ
の

功
績
が
顕
著
で
あ
る
も
の

◦�

部
活
動
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
お
い
て

児
童
・
生
徒
の
指
導
に
著
し
い
成
果
を
上
げ
た
も

の
■
教
育
功
労
者
な
ど
の
表
彰

◦�

委
員
会
が
委
嘱
、
又
は
任
命
し
た
各
種
委
員
で
、

満
１0
年
以
上
そ
の
職
に
あ
っ
た
も
の

◦�

各
種
教
育
団
体
の
役
員
と
し
て
満
１2
年
以
上
そ
の

職
に
あ
っ
た
も
の

◦�

教
育
、
学
術
、
文
化
、
技
芸
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

活
動
に
お
い
て
市
民
の
模
範
と
な
る
活
動
を
行
っ

た
も
の

�

推
薦
の
締
切　
令
和
７
年
１
月
６
日
㈪
ま
で

＊�

推
薦
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係（
内
線
354
）

【
問
合
せ
】教
育
相
談
室
係（
内
線
369
）

羽
村
市
教
育
委
員
会
表
彰
候
補
者
の

推
薦
を
お
願
い
し
ま
す

令
和
６
年
度

表
彰
対
象
と
な
る
期
間

　
　
令
和
６
年
１
月
１
日
〜
令
和
６
年
１２
月
3１
日

　
教
育
委
員
会
で
は
、
羽
村
市
の
教
育
、
学
術
、
文
化
、

技
芸
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
個
人
、
又
は
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。



教教  

育育  

随随  

想想教
育
長
職
務
代
理
者

羽
村
　
　
章

　

40
年
ほ
ど
前
、学
術
学
会
に
参
加
す
る
た
め
に
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
イ
エ
テ
ボ
リ
と
い
う
市
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。学

会
が
終
わ
っ
た
後
に
、先
輩
が
働
い
て
い
た
イ
エ
テ
ボ
リ
大
学

病
院
に
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。そ
の
と
き
に
ピ
ア
ス
を
し
て
い

る
男
性
医
師
が
い
て
、驚
い
た
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

１
９
８
０
年
代
当
時
の
日
本
で
は
、少
な
く
と
も
私
の
周
り

で
ピ
ア
ス
を
し
て
い
る
の
は
、全
て
女
性
で
し
た
。し
か
し
彼
の

地
で
は
、職
種
や
立
場
そ
し
て
男
女
関
係
な
く
自
分
自
身
を
装

う
こ
と
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。日
本
の
常
識
は
、必
ず

し
も
他
の
国
で
の
常
識
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
出

来
事
で
し
た
。

　

今
日
で
は
、日
本
で
も
男
性
の
ピ
ア
ス
は
決
し
て
珍
し
い
こ

と
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。今
年
の
５
月
に
仕
事
で
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
を
訪
れ
、健
康
教
育
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
に
幼
稚
園

の
園
長
先
生
に
お
会
い
し
ま
し
た
。園
児
や
保
護
者
た
ち
に
慕

わ
れ
て
お
り
、言
葉
の
端
々
に
人
格
者
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
知
れ
た
彼
女
は
、数
多
く
の
ピ
ア
ス
と
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
タ

ト
ゥ
ー
で
装
っ
て
い
ま
し
た
。日
本
の
教
育
者
に
は
決
し
て
居

な
い
外
見
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

人
は
第
一
印
象
が
大
切
と
言
わ
れ
ま
す
が
、地
域
・
人
種
・

職
種
な
ど
で
望
ま
れ
る
姿
が
異
な
る
と
、改
め
て
実
感
し
た
出

来
事
で
し
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
世
界
の
情
報
が
瞬
時

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、実
際
に
現
地

を
訪
ね
て
新
た
な
発
見
や
気
付
き
に
出
会
う
の
も
楽
し
い
も
の

だ
と
、改
め
て
感
じ
入
り
ま
し
た
。

�

稲
作
体
験
の
記
録

　
市
内
小
学
校
の
５
年
生
が
、
６
月
に
根
が
ら

み
前
水
田
で
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
植
え
た
苗
は
大
き
く
な
り
、
８
月
に
は
青
々

と
し
た
稲
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

１0
月
に
な
る
と
、
き
れ
い
な
黄
金
色
の
稲
穂
を
付
け
、
収
穫
を
待

つ
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

　稲は、10月に収穫しました。
　田植えから収穫まで、市内の
農家の皆さんに御協力を頂きま
した。
　ありがとうございました。

【
問
合
せ
】学
校
教
育
課
指
導
係（
内
線
376
）

６月 ８月

　８月６日㈫に開催した羽村市教育委員会臨時会において、令和７年度から令和10年度
に市内中学校で使用する教科書を採択しました。
　詳細は、右記二次元コードから確認してください。

【問合せ】学校教育課指導係（内線376）

令和７年度から中学校で使用する教科書が決まりました

【問合せ】生涯学習総務課総務係（内線354）

掲載内容の充実を図ることを目的として、御覧になった意見や感想をお聞かせください。
左記二次元コードを読み込んでいただくと、入力フォームにアクセスできます。　　　　　
頂戴した意見等は、今後の紙面作りの参考とさせていただきます。

「はむらの教育」を御覧になった意見・感想をお聞かせください

▲意見等の
入力フォーム

▲使用する
教科書一覧
（市公式サイト）

田植え体験 青々と大きく育った稲

10月 収穫を待つ稲
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教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

I N FORMAT ION 羽村市役所（代表）Tel 555-1111
プリモホールゆとろぎ 
プリモライブラリーはむら（図書館）

S＆Dスポーツアリーナ羽村
（スポーツセンター）
S＆Dスイミングプラザ羽村
（スイミングセンター）

090-5258-1223
090-1406-1223
090-3237-1331

羽
村
市
文
化
協
会

特
定
非
営
利
活
動
法
人

羽
村
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　特定非営利活動法人羽村市スポーツ協会及び羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化活動を推進していくための団体です。

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

５
５
５　  

１
６
９
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

５
７
９　  

２
７
７
２

■
第
１０２
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
ク
リ
ス
マ
ス　
ジ
ャ
ズ
コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
ジ
ャ
ズ
の
響
き
と
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

出
演　
Ｋ
Ｊ
シ
ン
ガ
ー
ズ　
女
声
ジ
ャ
ズ
コ
ー
ラ
ス

曲
目　
ナ
イ
ト
・
ア
ン
ド
・
デ
イ
、ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス　
他

日
時　
12
月
１
日
㈰
正
午
～
午
後
０
時
45
分

場
所　
ゆ
と
ろ
ぎ
創
作
室
１（
入
場
無
料
、直
接
会
場
へ
）

　
■
ゆ
と
ろ
ぎ
で
お
正
月
を
遊
ぼ
う
！

　
初
釜
、書
き
初
め
、初
生
け
、コ
マ
回
し
、羽
根
つ
き
な
ど
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　
令
和
７
年
１
月
12
日
㈰　
午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所　
ゆ
と
ろ
ぎ
ホ
ワ
イ
エ
・
交
流
ひ
ろ
ば

　
■
第
１０3
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト「
邦
楽
演
奏
」

出 

演　
羽
村
三
曲
会
、詩
吟
サ
ー
ク
ル
西
吟
会
、南
京
玉
す
だ
れ
仙
の
会
、

羽
村
か
っ
ぽ
れ
さ
く
ら
会

日
時　
令
和
７
年
１
月
12
日
㈰　
正
午
～
午
後
１
時

場
所　
ゆ
と
ろ
ぎ
ホ
ワ
イ
エ

■
第
５
回「
み
ぢ
か
な
一
歩
」展

　

手
芸
、俳
句
、書
、絵
手
紙
、生
け
花
な
ど
文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員
の

身
近
な
小
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日 
時　
令
和
７
年
３
月
13
日
㈭
～
16
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
初
日
午
後
１
時
～　
最
終
日
午
後
３
時
終
了
）

場
所　
ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室　
他

〈
初
め
の
一
歩
体
験
教
室
〉

日
時　
令
和
７
年
３
月
15
日
㈯　
＊
参
加
募
集
中
！

締
切　
12
月
20
日
㈮

　
文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員（
部
門
問
わ
ず
）で
個
人
で
の
応
募
で
小
作

品
に
限
り
ま
す
。
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羽
村
市
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
は
、昭
和
26
年
に
設
立
さ
れ
、昭
和

38
年
に
羽
村
町
体
育
協
会
に
加
盟
し
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、陸
上
競
技
会
及
び
各
地
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の

参
加
、競
技
会
の
運
営
で
す
。昭
和
57
年
に
は
、現
在
の
羽
村
市
駅

伝
大
会
と
な
る
町
民
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、羽
村
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
陸
上
競
技
の
部
、宮
の

下
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
で
行
う
小
学
生
対
象
の「
桜
づ
つ

み
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、都
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、市
町
村
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
東
京
な
ど
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。中
で
も
市
町
村
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、羽
村

市
代
表
と
し
て
多
く
の
選
手
を
派
遣
し
て
お
り
、男
子
で
は
羽
村

市
が
総
合
３
位
を
納
め
た
年
も
あ
り
ま
し
た
。今
後
も
陸
上
競
技

を
愛
好
す
る
選
手
と
共
に
上
位
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

　

陸
上
競
技
は
個
人
競
技
の
た
め
、毎
週
水
曜
日
の
夜
、Ｓ
＆

Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
富
士
見
の
外
周
路
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使

い
、会
員
同
士
の
交
流
も
含
め
各

自
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

加
盟
団
体
の
紹
介
②

　

～
羽
村
市
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
～

▲市町村総合スポーツ大会
　�一般男子　100ｍ決勝


